
令和 8 年 7 月 1 日 

令和 7 年度 自己評価 総括                                           

宗教法人 善敬寺 吉田保育園 

自己評価方法 

１.保護者の皆様へのアンケートの実施（令和 7 年 10 月 令和 8 年 1 月） 

２.職員による自己評価の実施（令和 7 年 4 月 令和 8 年 3 月） 

3.虐待等、不適切な保育の未然防止に係る自己評価の実施（令和 8 年 3 月） 

4.園全体の自己評価の実施（令和 8 年 3 月） 

                                 

まとめ 

1.保護者の皆様へのアンケートについて 

 

【令和 7 年 10 月】  

10/11 開催の運動会（３歳以上児クラス）、10/20・28 実施の保育参観（3 歳未満児クラス）の修了を期と

してその内容について問うとともに平素の保育や職員の対応について自由記述形式で実施しました。 

 

設問「運動会、保育参観について」 

運動会で友だちと楽しそうに笑う姿をみて嬉しかったこと、子どもがたくさんのことができるようになり驚

きと共に成長を喜ばせていただいたこと、年長児が準備に参画している姿や、各クラスの発表に感動と感

謝の声を頂戴しました。園児が発表以外のときは園内で過ごすこと、保護者席へのテントの設置等、熱中症

対策配慮、くもり空で雨の予報がでていたため実施の判断に迷いましたが、少し早めの開始や「親子リズム」

を取りやめたり、休憩時間を短縮するなどの配慮をしての開催に感謝の言葉をいただきました。 

一方、イス席ばかりでなくブルーシートなどを敷き座る席があってもよいというご意見もいただきました。 

3 歳未満児クラスは運動会の代替として保育参観を実施しました。普段の園での姿を見ることができて嬉

しかった、6 月の参観のときより成長の姿が見られた、親の前だと甘えん坊である我が子が生活面で自ら

動く普段の姿が見られてよかった、いろいろなことに取り組む姿に自信をもって行動する様子を見られた、

しっかり取り組む姿に安心した、今回の参観で普段どのように過ごしているのかわからなかったが楽しそう

にしている姿を見られて安心した、等の感想をいただき感謝申しあげます。 

 

設問「平素の保育や職員の対応について」 

「園の雰囲気がよく安心して通える」「職員が親切に対応しくださり感謝をしている」「全職員が子どもの名

前や保護者を認識してくださり安心感がある」「担任が子どものちょっとしたその日の出来事、姿をお話し

いただき安心できる」「担任以外の先生も声をかけてくださり園の様子もよくわかる」「何時会ってもどの

先生も明るく挨拶をしてくれるので安心して子どもを預けられます」等、保護者の皆様にはわたくし共が目

標に掲げる「和顔愛語の職員集団」を感じて安心を得ていただいていることに感謝を申しあげ今後も心が

けて参りたいと思います。 

一方、各ご家庭に配布をしている「献立表」を玄関にも掲示し親子で振り返る時間に役立てたいとのご要望

も頂戴いたしました。 

 

 



【令和 8 年 1 月】 

12/19（年中クラス・年少クラス）12/20（年長クラス・3 歳未満児クラス）開催のおたのしみ発表会の修了

を期としてその内容について自由記述形式で実施しました。 

 

おたのしみ発表会は今年度も感染症が流行期を迎える前の 12 月開催とし内容を検討し、昨年度、参観が

クラスごと（01 歳、2 歳、3 歳、4 歳、5 歳）の入替制での開催のため保護者の来場、退場時間が複雑化し、

わかりづらいとのご意見を頂戴したことにより開催を 2 日間にいたしました。 

発表の内容は、劇あそびを通して友だちとの関わりを大切にし自己肯定感、自己存在感を高めることをね

らいとして開催しました。子どもたち一人ひとりが成長した姿を保護者と喜びあい共有することができまし

た。 

また、「発表を通して友達や保育者と良い環境で良い関係が築けていることがつたわり安心した」「普段の

保育の中で楽しく過ごせているからこそしっかりとした発表ができるのだと思うので感謝いたします」 

「一人で舞台に立ち堂々と発表する姿に感動した」「劇のお話の内容を生活の中に反映させていただいてい

る」等、お楽しみ発表会の趣旨をご理解いただきお喜びいただいた感想をいただきました。 

一方、自分のクラスだけではなく、他のクラスの内容にも関心があるため、業者による動画の撮影を希望す

る声がありました。 

 

 

２.職員のチェックシートによる自己評価について 

 

保育計画 保育環境 保護者対応 自主研修 職員との協力 望ましい職員としての項目について積極的

に取り組んでいる姿勢がほとんどの職員が見られました。年度当初より年度末の一年を振り返っての評価

が高いことは自らの働きに誇りをもち次年度への大きな期待が窺えます。 

 

3.虐待等、不適切な保育の未然防止に係る自己評価について 

 

 2．の自己評価内の項目にもあるが、更に「保育所・認定こども園等における人権擁護のためのセルフチェ

ックリスト」を用いて虐待等、不適切な保育の未然防止への意識を高め、研修会を通してその未然防止策に

ついて研鑽を重ねました。 

 

4.園全体の自己評価について 

 

1「保育環境」2「職員間の連携」3「保育内容」4「保護者支援」5「安全・衛生・危機管理」6「地域・小中学校と

の連携」の項目別に 4 段階の評価及び特記事項があるときは自由記述とし、「その他」「次年度への課題」も

自由記述とした。 

（別添 『R7 園全体自己評価』 参照） 


